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An attempt to integrate four scales of international disposition: 
Scale development for evaluating the effectiveness of international education 
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Fl F2 F:J 平掏 (SD) 
タ~I国1 人＾ヽ O)j滉利IN 口゜2 釘 305 (086) 海外• m1緊交流への桔極性 06 .12 3.69 (0 74) タ~ml 乱i コミュニケーションヘの興昧 携l心 -13 .31 42 (LOOI 
多文化脈召 28 -24 LOS (1 CO) 
他者月1/'/
02ロ・⑭ 394 (0 69) 他者との協ji']的問題fiJ'戌能力 32 -.09 3.93 <0.61 ! 
アサーション -08 31 .35:i W.89! 
Cl i."I f'I'if .07 .02 4.29 (0 80) 
英語jJ .19 -03□J 264 (l 13) 
タr1,1文1じへの興味 1見l心 -.1'.l 20 3 08 (0 8:3) 










26 R 今後 さまざまな1日の言諮を‘｀予ぶ気はなしヽ（コミュ興）
48 同年齢の外国人が詰せる程度にfl分も英語を語せるようになりたい（積極）
43 汁u:タトヘ‘またf・きたし、（柏極）
2 しヽ ろしヽ ろな 1月の人たちと知り合しヽになるのは楽しし、（親l!l
19 俣なる文化に触れることは興味深い体験だと息う（多文化）
47 英詰以外の外国語を学ひたし＼（積極）
13 iJI夕卜に行ったら， 地元の人の習慣に触れたしヽと息う （親和）
20 各国に見られる独白の習恨を噸重したし、（多文化）
24 R 外国語で書かれた糾刷や雑誌、に1月心がなし¥ (コミュ興）
49 海外経験を経て 日本にいる外国人に話しかけやすくなった（禎栢）





























































































Fl F2 F3 平均 (SD)
Fl 異文化との交流に対する肯定的意識 (o: .90) 
3 多くの外国人と友達になりたいと思う .89 -.10 -.13 3.97 (1.04) 
2 いろいろな国の人たちと知り合いになるのは楽しい .83 -.08 -.16 4.03 (1.02) 
l R外国人とはあまり話をしたくない .75 -.04 .10 3.72 (1.17) 
43 ri砂卜ヘ、また行きたい .75 -.11 .00 4.33 (1.06) 
48 I吋年消祁）外国人が話せる程度に自分も英語を話せるようになりたい .62 .12 .01 4.19 (1.02) 
-.02 .2 3.66 (1.17) 
45 将来．同僚として外国人と仕事をしたい .60 .07 .1 :3.58 (1.09) 
47 英語以外の外国語を学びたし‘ .58 -.04 .1 3.64 (1.22) 
13 海外に行ったら，地元の人の習牙翡に触れたししと恩う .57 .18 -17 4.08 (0.95) 
19 楳なる文化に触れることは．興味深い体験だと思う .55 .29 -.17 4.36 (0.83) 
24 R外国語で書かれた新聞や雑誌に関心がない .47 -.04 .33 3.14 (1.25) 
20 各国に見られる独自の習慣を帷重したい .43 .37 -14 4.27 W.77) 
四 国際理解における他者理解と協働 (Cl= .87) 
41 困祖1こ直面しても．人と協力して11匙舒決に取り組む-fl.03 .81 .06 3.91 (0.77) 
40 自分と意見や文化の背景が異なる人と協力できる .12 3.82 (0.84) 
31 相手の気持ちを理解しようとする — ~.08 4.05 W.79) 
38 開発怠上国の子どもたちが教育の機会に應まれる；う支援して1,きたし' -.03 3.90 (0.88) 
37 世界の自然を守るために活動してし lる機関を支援したし' .02 3.72 (0.90) 
39 困ったときに話し合って，アイデアを出そうと恩う 一 11 3.90 <o.83) 
28 他人の意見を聞ける — .06 3.91 W.79) 
F3 国際的事象に関する知識やスキル (u= .73) 
21 英語などの外国語で書かれた麟や雑誌が読める 12 -:~~□ 2.57 (1.23) 
22 自分の言いたいことを英語などの外国語で表現できる .16 2.71 (1.17) 
7 外国で起きたい〈つかの歴史的削件について詳し〈説肌できる 一.15 2.54 (1.18) 
8 R -W:界の主な宗教の特色を説明できない —.15 2.98 (1.22) 















F2 F3 平均 (SD)
.15 -.13 3.94 (1.06) 
.1 -.10 4.08 (1.00) 
.63 -.02 .13 3.79 (1.08) 
.61 .03 -.06 4 .07 (1.22) 
.46 .20 .00 4.38 (0.88) 
.58 -.25 .39 3.69 (1.15) 
.70 .18 -.12 3.51 (1.05) 
.54 -.25 .42 3.79 (1.16) 
.60 .19 .04 4.05 W.99) 
.67 .24 -.17 4.42 (0.83) 
.61 .02 .14 3.52 (1.18) 
.15 .5 -.07 4.13 W.84) 
.04 .48 .16 3.59 W.84) 
.17 .4 .17 3.66 W.87) 
.0 .66 -.04 4.02 (0.80) 
.13 .5 -.02 3.79 W.92) 
.16 .56 -.19 3.78 (0.93) 
.18 .32 .25 3.89 (0,84) 
-.15 .43 .42 3.84 (0.93) 
-.05 .35 .47 2.90 (1.06) 
.05 .34 .37 2.99 (1.03) 
-.14 .09 .57 2.55 (1.06) 
































































































* * p<.OJ, * p<.05. 
(217) =3.72, p<.Ol, d=0.50) および国際理解







































(0.78) 4 13 
W.60) 3.89 
(0 76) 2.83 
(SD) 




















































































ている (Chenet al., 2016; van de Vijver et al., 
2008)。女子の得点の高さについて先行研究で
明確な考察は行われていないが，他方で多文
























































de Viclver et al., 2008). パーソナリテノ変数と
して開放性と正の．神経:)記傾向と負の関連が
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